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研究成果の概要（和文）：アレキシサイミアとは自己情動の同定や表現困難を主徴とする心身症での重要な病態生理で
ある。今回は,自己の身体―情動状態の変化とその認知の脳内基盤に関する知見を,fMRIを用いて得ることが目的である
。'自伝的記憶に立脚した自己継続感’について日常の出来事を記録するwebシステムにより,ポジティブな記憶の方が
保持され,海馬の活動の関与を明らかにした。情動刺激の際の脳活動と心拍変動との同時測定では,心拍変動の副交感成
分と島皮質・腹側前帯状回の活動・機能的結合が関連していた。さらに、内受容感覚の認知の鋭敏さが不安を増大させ
,内受容感覚への気づきに重要な島皮質の活動が,アレキシサイミア群で低下していた。

研究成果の概要（英文）：Alexithymia is an important psychopathology which manifests inability to identify 
self’s emotion and difficulty in expressing it. The aim of this study is to reveal neural basis of the 
relationship between body and mind status changes, using functional magnetic resonance imaging (fMRI). 
For self-continuity based on autobiographical information, we created web system to record everyday 
events and found that positive memories are more retained than negative ones, which involves hippocampus 
activities. We also measured brain activity with fMRI and concurrently heart rate variability (HRV) in 
response to emotional stimuli, and found insula and ventromedical prefrontal activity and connectivity 
were correlated with parasympathetic factor in HRV. Oversensitivity to interoceptive information 
increased anxiety and insula activity was decreased in alexithymia.

研究分野：心身医学　脳機能画像学

キーワード： 心療内科学　心身症　アレキシサイミア　脳神経科学
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１．研究開始当初の背景 
身体的な症状を呈する疾患のうち、心理社会的ストレス
が、その症状の発生・増悪に関わる疾患を「心身症」と
呼ぶ。Sifneosは、心身症患者が呈する重要な特徴として、
自己の感情の気づき/同定・表現が困難であり、想像力に
欠け、心理療法に抵抗性を示すという臨床的知見を挙げ、
アレキシサイミア(失感情症；1972)という概念を提唱し
た。このアレキシサイミアのために、ストレスの適切な
処理ができず、情動の励起状態が恒常的に続き、自律神
経系・ホルモン・免疫系などの全身システムを通じて、
身体の機能的・器質的変化をもたらすことにより身体症
状を呈する可能性が考えられ、以来、心身医学領域で最
も注目されてきた病態仮説の一つとなった。この場合、
ストレスによる情動処理不全と、全身システムを結ぶハ
ブの役割を果たすのが脳と考えられ、イメージングを初
めとした脳科学的アプローチは、このアレキシサイミア
の病態生理を解明するのに有用なツールである。 
 このアレキシサイミアにとって重要なものとして掲げ
られている「自己の（特に情動の）状態をどのように認
知するのか」（自己への「気づき」）というテーマは、果
たしてどのようなことなのであろうか？ここでは、認知
神経学的なトピックである「自己意識」と「メタ認知」
という概念でこのテーマを整理する。 
[自己意識(self-awareness)] 「自己」を構成するためのリ
ソースは、まず身体状態、そして身体に立脚した「情動」
affectがその根幹となる(Barrett, 2009, 2010)。ここでの
「情動」とは、瞬間瞬間の身体状態と、快不快や興味・
覚醒・興奮の程度といった身体状態と密接につながった
心的状態とをあわせた生体状態である。対象化される前
の主体としての自己である「自己意識」は、身体―情動
状態が、環境の中において変化し流れゆき、常に再構成
(update)されるプロセス,とすることができる(e.g., 
Damasio, 2003)。自己意識は,少なくとも次の検証可能な
4つの要素を内包する(Kircher, 2003); ①self-agency：自
己の行動が主体的である感覚 ②self-coherence(自己統
一感)：境界を有する身体の一体感 ③self-affectivity: 自
己の情動の体験 ④self-history: 自伝的記憶に立脚した
自己継続感  である。この自己意識が形成されるための、
自己状態に関する情報リソースとしては、視覚や聴覚な
どの外的な刺激以外に、内臓感覚など、身体内部からの
情報の知覚（内的知覚 interoception / 'internal milleu'）
が重要視されている(Craig 2002, 2005, Wiens 2005)。従
来、自己の身体認知には、（右）頭頂葉などの関与が、身
体失認などの臨床的所見から明らかになっていた。しか
し、それに加え、interoceptionの脳内の首座として、従
来その機能がよくわからなかった島皮質insulaが現在大
きく注目され、特にその前部（前島皮質anterior insula; 
AI）は、内的知覚をベースにした様々な情報を統合し、
自己意識に関わる脳領域であると考えられるようになっ
ている(Craig 2002, 2009)。 
[メタ認知] 「メタ認知」は、先に述べた'主体としての自
己'から、自己の身体・こころを観察の対象として分離し、
第 3者的視点から自己を俯瞰し観察するということであ
る。さらに「共感」や「心の理論(他者の心の内面の理解)」
といった社会性においても、このメタ認知は重要である
と考えられる。こうしたメタ認知機能を担っていると考
えられているのが、内側前頭前野（medial prefrontal 
cortex; mPFC）や前帯状回（anterior cingulate cortex; 

ACC）を中心とした脳内のネットワークである
(Moriguchi 2006, 2007, Amodio and Frith 2006)。 
自己意識を脳内で表象している脳内ネットワーク（AIな
ど）は、情動ネットワーク（辺縁系・大脳基底核・脳幹
部など）及び身体システム(自律神経・ホルモン・免疫な
ど)と密接な連関を持って成り立っている。そして、この
情動・自己意識ネットワークは、さらに高次のメタ認知
ネットワーク(mPFC など)とさらに機能的連関しトップ
ダウン的なコントロールを受けることで、最終的には、
変化する環境の中での、身体状態の恒常性の維持に寄与
していると考えられる。 
アレキシサイミアにおいては、自己の情動への「気づき」
が悪いという定義からすると、自己意識のネットワーク
は活動低下を示すことが予想される。しかし、従来のア
レキシサイミアを対象にした研究では、内的知覚や身体
感覚に関連した自己意識関連の代表的な脳領域の島皮質
などで、むしろ脳活動の亢進が報告されており(e.g., 
Kano 2007, Moriguchi 2007)、この結果からは、身体を
基礎とした自己意識が、アレキシサイミアでは過敏であ
るということになり、解釈が困難となっていた(守口 
2010)。しかしそれでもなお、アレキシサイミアに接した
ときの臨床的な経験からは、過敏ではなくむしろ自己意
識の機能そのものが低下し鈍麻しているような患者が多
い。現に、アレキシサイミアに関連した病態として、
Ikemi(1986)は、自己の身体感覚への気づきの低下(失体
感症；アレキソミア)が重要だと指摘している。この矛盾
の一つの説明としては、従来のアレキシサイミア研究で
は、質問紙をベースに選ばれた健常被験者が対象になる
ことが多く、身体症状に対してより過敏な(Neurotic な)
群が、高いアレキシサイミアスコアを呈した可能性があ
る。現に質問紙だけであれば、アレキシサイミアのスコ
アは Neuroticism と極めて高い相関を示す (e.g., 
Moriguchi 2008)。Neuroticismや不定愁訴的な要素を除
外したうえで、質問紙だけでなく構造化面接やその他の
指標（メタ認知、Neuroticism, 身体化指標）を組み合わ
せることにより、アレキシサイミアの評価法とリクルー
ト方法を見直す必要がある。さらに、自己意識の構成概
念を、先に述べたように明確化した上で、課題を練り直
し、包括的・統合的にアレキシサイミアの自己意識の障
害を明らかにする必要がある。 
 また、アレキシサイミアにおいては、さらに高次の「自
己意識の対象化」というメタ認知の障害が顕著であると
考えられる。申請者らはこれまでの研究で、視点取得能
力に関わるmPFCの活動低下が、アレキシサイミアにお
けるメタ認知の障害を示唆する知見を見いだしており
(Moriguchi 2006)、改めてこの「メタ認知」に焦点を絞
った課題を開発・施行することによって、そのアレキシ
サイミアにおける障害を明らかにする必要がある。さら
に、アレキシサイミアにおいて、「メタ認知」の障害がコ
アな要素であると仮定すると、このメタ認知能力を改善
させるような臨床介入を行えば、脳の身体―情動・自己
意識・メタ認知の全体としてのネットワークの変化を通
じて、身体状態のコントロールがもたらされ、アレキシ
サイミアを有する心身症の治療に応用可能であることが
期待される。最近では、精神分析などの言葉による分析
的な自己認知のみならず、「いま」の自己の状態を「対象
としてあるがままに受容」して気づきを促していく'マイ
ンドフルネス'などの東洋的なアプローチが、欧米の心身



医学領域において、第三世代の認知行動療法として大き
な注目を集めており、臨床的にも大きな成果をあげつつ
ある(Bohlmeijer 2010)。「メタ認知」は、こうした新し
い認知行動療法において、中心的な要素としてあげられ
ている。Wells, Matthewsら(1997)によるメタ認知トレ
ーニング (MCT; Metacognitive therapy) と Wells ら
(1990)による注意訓練(ATT; Attention training)は、この
メタ認知を焦点に据えた治療技法で、全般性/社会不安障
害や強迫性障害やうつに応用され成果をあげている。と
すれば、古典的な対話による心理療法に抵抗性を示すア
レキシサイミアにおいても、メタ認知トレーニングによ
るマインドフルネス的な介入によって、効果があるので
はないかと期待される。 
 以上のように、「自己意識」「メタ認知」の視点に立っ
た脳科学研究により、アレキシサイミアの病態を解明し、
さらにメタ認知に焦点を当てて介入を行い、介入前後で
の脳の可塑性を示すことができれば、心身医学の臨床に
大きく貢献すると考えられるが、「身体―情動」「自己意
識」「メタ認知」を、その介入効果まで含めて、アレキシ
サイミアで包括的・統合的にあつかった脳科学研究は、
国内外を通じていまだない。 
 
２．研究の目的 
アレキシサイミア（失感情症）とは、心身症（心理社会
的な背景の関与が強い身体疾患）において、自己の情動
の同定や表現の困難を主徴とする、情動処理の障害に関
わる重要な病態生理と考えられている。このアレキシサ
イミアの中心テーマである、自己の身体―情動状態の変
化とその認知を、認知神経科学でのトピックである「自
己意識」「メタ認知」の観点から捉え、脳内の神経ネット
ワークに注目した脳科学的な手法(脳機能画像など)を用
いて、心身医学研究に応用する。自己意識/メタ認知に関
わる脳内ネットワークが、どのように身体状態（自律神
経・ホルモンのシステム）のコントロールをもたらすの
か、そしてこの心身相関のネットワークシステムが、ア
レキシサイミアを呈する心身症でどのように障害されて
いるかを、多方面から明らかにする。さらに、メタ認知
トレーニングによる臨床介入によって、脳機能画像で測
定される自己認知-情動-身体状態の脳内ネットワークが
可塑性を示すのかを検証する。 
 
３．研究の方法 
 
 まず,都内の大学生ボランティアを被験者としてリク
ルートし,以下に述べる自己意識・メタ認知・身体状態の
包括的な測定パラダイムを開発・確立する。fMRIの測定
では,本センター内の脳病態イメージングセンターの
3T-MRI(Siemens, Germany)を用い,BOLD contrastによる
Echo Plannar Imaging (EPI)のシークエンスによっ
て,2-3 秒ごとの全脳の高速撮像法による,各課題につき
10-15 分の時系列データを得る。解析ソフトは
Matlab/SPM8や関連のtoolbox, 及びFSL/Freesurferな
どを用いる。 
 
[自己意識ネットワークの脳活動測定のための課題開発] 
自己意識の4つの要素①self-agency：自己の行動が主体
的である感覚 ②self-coherence(自己統一感)：境界を
有する身体の一体感 ③self-affectivity: 自己の情動

の体験 ④self-history: 自伝的記憶に立脚した自己継
続感 のそれぞれについて,fMRIの課題を開発する。 
①Self-agency 
遅延フィードバック：Self-agencyとは,自己の行動（た
とえば手の運動）が,「確かに私の起こした行動である」
という感覚であり,主体としての自己意識の生成の基本
となる。Blakemore, Frithらによる内部モデル仮説(1998, 
2003)によれば,ある行動に関する self-agency は,あら
かじめ自己の内部に存在するその行動のモデルが,実際
に起こした行動の結果と一致することによって形成され
る。 
②Self-coherence 
ゴムの手の錯覚課題：この課題では,被験者の手は隠され,
代わりにゴムの手が,自分の手のように見える位置に置
かれる。被験者はそれが自己のものでないことは承知し
ているが,両方の手が筆で同時になでられるうちに,「見
たもの(非自己)」と「感じたもの(自己)」の境界が曖昧
になり,自己の手が刺激されていなくても,ゴムの手が刺
激されれば,あたかも自己の手が刺激されたような錯覚
を起こす(Botvinick & Cohen 1998)。このときの脳活動
をfMRI で測定する。非自己の刺激によって,後部島皮質
から感覚野・頭頂葉などの自己身体の認知に関わる領域
が活動する程度は,自己と非自己の身体認知がオーバー
ラップし,自己の身体感覚を中心とした Self-coherence
が浸食された程度を示すことになる。 
③Self-affectivity（自己の主観的な情動体験） 
微細な情動変化への気づき：極めて微細な視覚刺激に反
応して,自己状態が変化し,その感覚が意識に上った「気
づき」の際の脳活動を捉える。刺激としては,１）表情画
像 セ ッ ト (Pictures of facial affect(Ekman), 
DB99(ATR))から,morphing technique を用いて段階的に
微細な表情変化を呈する画像・動画刺激を作成する ２）
backward maskingによって,非常に短い時間(20-30ms)で
表情画像が呈示される,非意識下の状態から,徐々に呈示
時間を延長していく。最初は非意識下の情動刺激がわず
かづつ強くなっていき,その途中のある段階で,被験者は,
その情動変化を察知し,意識に上った瞬間に反応ボタン
を押す。こうして,被験者の刺激への「気づき」の際のイ
ベント関連の脳活動を測定する。 
④Self-history 
自伝的記憶課題(c.f., Cabeza et al., 2004)を行う。特
に、自伝的記憶の想起と情動体験の関係に関する課題で
ある。web を用いて日常の出来事を記録するシステムを
開発し、その想起時の脳活動をfMRIにて測定する。その
上でポジティブ・ネガティブな記憶がどのような経過を
たどるかを８ヶ月フォローアップし、ポジティブな記
憶・ネガティブな記憶がどのように保たれるのかを調べ
る。さらに、この記憶の想起時にfMRI撮像を行う。 
 
[メタ認知ネットワークの脳活動測定のための課題開発] 
情動刺激(画像(International affective picture 
system))を与え,その際に起こる自己の内面の情動変化
を,第 3 者的に俯瞰的に観察した時(メタ認知)の脳活動
を測定する。この課題は,自分とは異なる視点を取得する
メタ認知的な操作に関わる,mPFC 等の前頭葉を中心とし
たネットワークの活動が想定される。 
 
 以上の,自己意識,及びメタ認知の脳活動は,古典的な



一般線型モデルによる差分法を用いて,個々の課題で賦
活する脳部位の同定を行った上で,さらに,脳部位相互の
機能的連結(functional/effective connectivity)を検
討することで,各課題において,どのような脳内ネットワ
ークが課題遂行に重要であるかを同定する。 
 
[脳機能と全身システムの状態の同時測定] 
自己意識・メタ認知関連のfMRIによる脳活動測定と同時
に,時間により変化する自律神経系の生理指標として,皮
膚電気抵抗(GSR),心拍変動(Heart rate variability; 
HRV)を測定するシステムを確立する。 
 
[アレキシサイミア群における検証] 
 都内の大学生ボランティア500名,及びweb上の一般公
募により,まずアレキシサイミアを測定する質問紙
(TAS20 Taylor, Bagby)を行い、アレキシサイミアの構造
化面接(SIBIQ改変版 小牧・有村)を施行し,最終的にア
レキシサイミア群(n=20),コントロール群(n=20)を同定
する。脳機能で得られた結果が,質問紙・面接で得られた
アレキシサイミア群でどのくらい非アレキシサイミア群
と異なるかを統計的に比較し,その障害を明らかにする。 
 
[デタッチト・マインドフルネス(DM)] 
 自己を,内的な自己意識から距離を置き独立したものと
して経験し,心配や反芻,抑制,コントロール,脅威刺激の
モニタリング,回避,最小化の試みなどを放棄し,自己の
視点を,思考や信念の「観察者」にスイッチするトレーニ
ング。本法を応用したリアルタイムfMRIを用いたトレー
ニングプログラム施行前後で,脳機能を,それまでに確立
した方法で測定し, 介入により,自己関連の脳内ネット
ワーク,身体状態,及びその相互の関連が変化するか検討
する。 
 
 
４．研究成果 
 
都内の大学生ボランティアのサンプルプールを作成した
(n=500)。さらに,本センターに新たに導入された高磁場
3テスラMRIの稼働のセットアップを行った。 
 
まず①Self-agency：自己の行動が主体的である感覚に関
して,トラックボールを用いてPC上のピンボールを追跡
する手指の運動学習において,遅延フィードバックを加
えながらSelf-agency の維持のための認知負荷をかける
ことのできる課題をプログラミングによって開発した。
この課題では,自己の行動（ここでは手の運動）が「確か
に私の起こした行動である」という,Self-agencyの感覚
を保つために,自己モデルの再構成プロセスが必要とな
り,その脳活動をfMRIにより測定することができる。 
 
さらに②Self-coherence(自己統一感)：境界を有する身
体の一体感に関する課題として,ゴムの手の錯覚課題を
MRI 中に行うための器具・システムを開発した。課題中
に,ゴムの手が,隠された自分の手のよう感じられる錯覚
を起こすことに成功し,「見たもの(非自己)」と「感じた
もの(自己)」の境界が曖昧になる状態,すなわち
self-coherence の浸食状態に関わる脳活動を fMRI で測
定可能になった。予期不安などのトップダウンコントロ

ールが錯覚学習に影響する神経機序を見るために、古典
的条件付け課題を導入し、fMRI用の課題構築、さらに被
験者のタイピングなどを行い、データを収集し現在解析
中である。 
 
③self-affectivity: 自己の情動の体験 については、
徐々に変化する顔表情に対するaffectivity の課題を作
成し、fMRIによって脳活動を撮像した。データに関して
は現在解析中である。 
 
④self-history: 自伝的記憶に立脚した自己継続感につ
いては、自伝的記憶の想起と情動体験の関係に関する課
題を開発し、web を用いて日常の出来事を記録するシス
テムを開発し、その想起時の脳活動をfMRIにて測定した。
web を用いて日常の出来事を記録するシステムを開発し、
その上でポジティブ・ネガティブな記憶がどのような経
過をたどるかを８ヶ月フォローアップした結果、ポジテ
ィブな記憶の方がより保たれることが判明し、fMRI撮像
の結果、海馬の活動がこのポジティブな記憶の保持に関
わっていることを明らかにした。 
 
さらに、メタ認知ネットワークの脳活動測定のための課
題開発を行い、情動刺激の際に起こる自己の内面の情動
変化を,第 3 者的に俯瞰的に観察した時(メタ認知)の脳
活動を測定した。また、その自己意識・メタ認知関連の
fMRI による脳活動測定と同時に,時間により変化する自
律神経系の生理指標として,皮膚電気抵抗(GSR),心拍変
動(Heart rate variability; HRV)を測定するシステムを
確立した。その結果、心拍変動の副交感成分と島皮質・
腹側前帯状回の活動・機能的結合が関連している事が判
明した。 
 
情動の体験の認知については、特に内受容感覚の認知の
鋭敏さが不安を増大させる影響があることを明らかにし、
さらにfMRIで脳活動を撮像することによって、内受容感
覚への気づきに重要な島皮質の活動が、アレキシサイミ
ア群で低下していることが明らかになった。 
 
さらに、リアルタイムfMRIを用いてのデタッチトマイン
ドフルネスを応用したトレーニングでは、外側前頭前野
の活動の上昇が認められ、情動制御に関する自己関連の
脳内ネットワークの変化が認められた。さらに、トレー
ニング前後で眼窩前頭野の容積が上昇していることが確
認され、トレーニングによる脳可塑性が示された。 
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